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ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を
生
き
る

　
　
　
　
～
見
つ
め
た
い
課
題
、そ
し
て
願
い
～



　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
働
く
女
性
へ
の
影
響
も
深
刻

で
す
。
人
々
の
自
粛
と
相
ま
っ
て
、
関
連
す
る

業
種
の
雇
用
は
、
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。

時
短
・
雇
い
止
め
で
収
入
減

　
デ
ー
タ
で
み
る
と
、
女
性
の
半
分
以
上
は
不

安
定
な
非
正
規
雇
用
で
す
（
図
１
）。
サ
ー
ビ

ス
業
や
販
売
業
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
職
種
の

非
正
規
雇
用
者
は
、
昨
年
か
ら
時
短
・
雇
い
止

め
・
解
雇
な
ど
を
受
け
、
収
入
の
減
少
・
途
絶

に
つ
な
が
る
深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
（
図

２
）。
収
入
が
断
た
れ
る
こ
と
は
、
貧
困
へ
と

直
結
し
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
11
月
、
ス
ー
パ
ー
で
の
対
面
販

売
の
仕
事
が
無
く
な
り
所
持
金
も
底
を
つ
き
、

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
で
眠
る
し
か
な
か
っ
た
60
代

ウィズコロナ時代を生きる
～見つめたい課題、そして願い～

　私たちの住む世界に新型コロナウイルスが発生してから、もうすぐ２年が経とうとしています。今年２月から、医療
従事者を中心にワクチンの接種が始まり、清瀬市でも５月から接種が進められています。しかし、変異ウイルスの存在
など依然として予測できない状況は続くことが考えられ、変化した生活様式の中で、改めて心身の健康をどう保ってい
くかは今後の重要な課題です。私たちは、脆弱な立場の人々が受けた影響を見つめ、仕事・健康・家事・暴力という４
つの視点からこれからに向けて何ができるのか考えてみました。

特集

の
女
性
が
、
そ
の
近
所
の
住
人
に
殴
打
さ
れ
て

亡
く
な
る
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事
件
も
あ
り
ま

し
た
。

母
子
世
帯
の
生
活

　
母
親
が
働
か
ざ
る
を
得
な
い
母
子
世
帯
の
影

響
は
、よ
り
甚
大
で
す
。昨
年
の
調
査
で
は
、「
暮

ら
し
が
苦
し
い
」
と
回
答
し
た
母
子
世
帯
は
半

数
以
上
と
高
い
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
※
１
。

「
子
ど
も
と
二
人
月
12
万
円
で
暮
ら
す
」や「
野

菜
は
モ
ヤ
シ
だ
け
」
な
ど
と
回
答
す
る
母
親
も

あ
り
、小
学
生
の
子
ど
も
が
い
る
母
親
の
う
ち
、

全
体
の
１
割
以
上
が
「
子
ど
も
の
体
重
が
減
っ

た
」と
回
答
し
ま
し
た
※
２
。
母
子
世
帯
で
は
、

半
数
が
相
対
的
貧
困
※
３
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

親
の
貧
困
は
、
す
な
わ
ち
子
ど
も
の
貧
困
に
つ

な
が
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
態
と
今
後

　
人
の
往
来
を
抑
制
す
る
た
め
テ
レ
ワ
ー
ク
が

推
奨
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
定
着
を
み
ま
し
た
。

し
か
し
、問
題
点
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
大
企
業
ほ
ど
高
く
、
業
種
で
は

Ｉ
Ｔ
や
通
信
関
連
業
種
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す

※
４
。
医
療
・
福
祉
分
野
や
多
く
の
非
正
規
雇

用
の
女
性
は
、こ
の
よ
う
な
労
働
環
境
か
ら
も
、

テ
レ
ワ
ー
ク
が
推
進
さ
れ
る
職
種
か
ら
も
、
遠

ざ
け
ら
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
中
で
起
こ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
職
業
倫
理
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
場
合
、
家
事
や
育
児
と
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
含
め
、
利
点
・
問
題
点
が
気
に
な
る
テ

レ
ワ
ー
ク
で
す
が
、
雇
用
者
の
適
切
な
対
応
の

下
、
正
規
・
非
正
規
に

関
係
な
く
公
平
に
行
き

渡
り
、
推
奨
さ
れ
拡
大

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。�

（
山
口
）

コロナ禍、貧困の記録
～ 2020 年、
　この国の底が抜けた～
雨宮処凛著 / かもがわ出版  

ポストコロナ期を
生きるきみたちへ
内田樹編 / 晶文社 

15年間「貧
困 」の 現場
に身を置く
著者 が、コ
ロナ禍の日
本で何が起
きているか

を克明に描いた迫真のルポ
ルタージュ。

女性だけで
な く、日本
の10代に向
け て、多彩
な20人の大
人が勇気を
くれるメッ

セージ集。今こそ手に取り
たい一冊です。

定点観測　
新型コロナウイルスと
私たちの社会
～ 2020 年後半～
森達也編著 / 論創社

新型コロナ
ウイルスが
私たちの社
会にどのよ
うな影響を
及ぼしたの
かを、医療・

ジェンダー・メディア・難民
等様々な立場から解き明か
した記録集。

本の紹介
　
昨
春
の
緊
急
事
態
宣
言
時
、
一
斉
休
校
期
間

中
は
施
設
全
体
で
子
ど
も
た
ち
は
穏
や
か
に
過

ご
し
ま
し
た
。
学
校
が
再
開
す
る
と
、
落
ち
着

か
な
い
子
ど
も
の
様
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
学
校
と
い
う
存
在
が
子
ど
も
達
に
と
っ

て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
な
の
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。

女
性
に
多
い
不
安
定
雇
用

子
育
て
を
シ
ェ
ア
し

共
に
育
ち
合
え
る
社
会
を

児
童
養
護
施
設　
子
供
の
家

施
設
長　

早
川　
悟
司
さ
ん

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
深
刻
な
の
は
、
入
所
児

童
よ
り
も
施
設
を
退
所
し
た
人
た
ち
で
す
。
今

で
こ
そ
22
歳
の
年
度
末
ま
で
の
入
所
継
続
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
い
数
年
前
ま
で
は
制

度
上
、
原
則
18
歳
で
施
設
を
出
て
自
立
・
自
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
退
所
後
は
ま

ず
仕
事
と
住
ま
い
を
確
保
す
る
こ
と
も
必
要

で
、
住
み
込
み
で
働
く
こ
と
も
多
く
、
転
職
し

た
り
仕
事
を
辞
め
た
り
す
る
と
住
む
と
こ
ろ
を

失
い
、
連
絡
が
つ
か
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
子
供
の
家
で
は
、
社
会
に
出
て
孤
立
し
が
ち

な
退
所
者
を
行
方
不
明
に
し
な
い
た
め
に
、
退

所
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
把
握
と
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奨
学
金
や
高
校

卒
業
後
の
入
所
支
援
継
続
な
ど
様
々
な
制
度
を

使
え
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
た
こ
と
で
、
今
で

は
入
所
者
の
多
く
が
大
学
や
専
門
学
校
等
へ
進

学
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、“
育
ち
の
シ
ェ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
”

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
新
た
な
子
ど
も
の
居
場
所

を
開
設
準
備
中
で
す
。
気
軽
に
相
談
し
た
り
子

ど
も
を
預
け
た
り
で
き
る
「
24
時
間
利
用
可
の

学
童
保
育
所
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
子
ど

も
食
堂
の
方
々
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
関
わ
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
児
童
養
護

施
設
に
入
所
し
て
く
る
子
ど
も
は
、
母
子
家
庭

等
の
貧
困
→
ネ
グ
レ
ク
ト
→
虐
待
通
報
→
一
時

保
護
と
い
う
ケ
ー
ス
が
典
型
的
で
す
。
子
ど
も

に
と
っ
て
は
今
ま
で
生
活
し
て
き
た
学
校
・
地

域
・
家
庭
か
ら
一
気
に
引
き
剥
が
さ
れ
、
一
時

保
護
さ
れ
る
前
に
、
地
域
の
中
で
「
家
庭
を
支

え
る
仕
組
み
」が
必
要
だ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
“
虐
待
”
と
い
う
言
葉
で
親
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
り
、
不
適
切
な
養
育
環
境

に
起
因
す
る
諸
問
題
を
“
自
己
責
任
”
と
し
て

切
り
捨
て
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体

で
子
育
て
を
シ
ェ
ア
し
共
に
育
ち
合
え
る
社
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
奥
澤
）

１インタビュー

図 1（一部改変）・�図 2��令和 3年コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会報告書��内閣府男女共同
参画局 /※ 1　厚生労働省「国民生活基礎調査」/※ 2�「しんぐるまざぁず・ふぉーらむ」調査 /※ 3　そ
の国や社会、地域などの水準で比較して大多数よりも貧しい状態 /※ 4　令和 3年度男女共同参画白書　
内閣府男女共同参画局�
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脆弱な立場の人々

障害を持つ人々

外国籍の人々

子ども

病気を持つ人々

今
回
の
特
集
に
関
わ
る
地
域
の

５
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

産業計
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図 1　産業別雇用者の男女別・雇用形態別の割合（2019 年）
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図 2 　産業別就業者数の前年同月差（2020 年 4 月～ 2021 年 2 月の一月当たり平均）
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編集委員同士で話しあえる日が早く来ますように。編集後記 山﨑 23



本の紹介

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力

　
女
性
へ
の
暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
基
づ
く
差
別
の
一
形
態
で
も
あ
る
と

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

更
に
深
刻
な
状
況
で
す
。

Ｄ
Ｖ・性
犯
罪・性
暴
力
相
談
の
増
加

　
配
偶
者
や
親
か
ら
の
虐
待
・
暴
力
で
は
、
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
仕
事
時
間
・
場

所
の
縮
小
、
学
校
の
休
校
、
地
域
活
動
の
休
止

な
ど
で
加
害
者
と
長
時
間
常
に
過
ご
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
状
況
が
続
き
、
家
庭
内
で
の
問
題

が
悪
化
し
て
い
ま
す
。　
国
で
Ｄ
Ｖ
相
談
＋（
プ

ラ
ス
）
と
い
う
窓
口
を
新
設
し
ま
し
た
が
、
相

談
件
数
は
前
年
同
期
の
1.6
倍
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
施

行
後
、
最
多
の
数
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　
こ
れ
は
性
犯
罪
・
性
暴
力
に
つ
い
て
も
共
通

し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
相
談
件
数
は

５
万
１
，
１
４
１
件
で
前
年
度
比
で
約
1.2
倍
に

増
加
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
内
閣
府
で
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
全
国
共
通
短

縮
番
号
♯
８
８
９
１
（
早
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
）

を
導
入
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
率
の
増
加

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
う
一
つ
変
化
し
た
の
は
、
女

性
の
自
殺
率
増
加
で
す
（
図
３
）。
特
に
30
代

ま
で
の
女
性
の
自
殺
率
が
増
加
し
、
な
か
で
も

「
主
婦
」「
高
校
生
」
が
目
立
ち
ま
す
（
図
４
）。

　
家
以
外
の
居
場
所
を
失
く
し
て
行
き
場
の
な

い
思
い
を
抱
え
る
人
が
増
え
、
外
部
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
求
め
に
く
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
10

代
で
は
、
学
校
と
家
庭
が
生
活
の
中
心
で
、
困

難
を
抱
え
た
時
に
一
人
で
思
い
詰
め
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
都
内
で
は
、
Ｂボ

ン

ド

Ｏ
Ｎ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
若

草
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
若
い
女
性
を
支
援
す

る
団
体
が
活
動
中
で
、
清
瀬
市
内
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ウ
イ
ズ
ア
イ
が
、
不
登
校
の
生
徒
た
ち
の

居
場
所
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
電
話
や
対
面
で
の
相
談
に
加
え
、

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
窓
口
も
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
孤
立
や
貧
困
で
苦
し
む
人
に
寄
り

添
い
、
様
々
な
支
援
の
手
が
届
く
こ
と
が
、
今

後
更
に
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
一
人

で
悩
ま
な
い
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。�

（
中
嶋
）

※
１
・
図
３
・
図
４　

令
和
３
年
コ
ロ
ナ
下
の
女
性

へ
の
影
響
と
課
題
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書��

内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局
／
図
１
・
図
２　
「
共
同
参
画
」

７
月
号　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局�

参
考

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
重
要
な

項
目
を
示
し
た
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
戦
争
・
自
然
災
害

や
感
染
症
を
含
む
災
害
に
対
す
る
人
道
支
援
の

国
際
基
準
で
す
。
項
目
の
３
つ
目
に
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
防
止
に
集
中
し
す
ぎ

る
あ
ま
り
、
そ
の
ほ
か
の
問
題
や
長
期
的
な
医

療
ニ
ー
ズ
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」と
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

人
々
の
長
期
的
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

妊
娠
・
出
産

　
昨
年
の
出
生
率
は
１
８
９
９
年
の
統
計
調
査

開
始
以
来
、最
も
少
な
い
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
の
年
か
ら
０・
０
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
１
・

34
と
な
り
、
出
生
数
は
お
よ
そ
84
万
人
と
な
り

ま
し
た
。
感
染
拡
大
で
妊
活
や
不
妊
治
療
の
休

止
、「
産
み
控
え
」
が
進
ん
だ
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
時
で
あ
れ

ば
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
も
中
止
や
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
婦
検
診
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
同
伴
（
55
％
減
）、
両
親
学
級

の
参
加
（
58
％
減
）、
立
ち
合
い
出
産
（
70
％

減
）、
産
後
入
院
中
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
の

面
会
（
71
％
減
）
な
ど
で
す
※
１
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
育
児
の
ス
タ
ー
ト
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共

有
で
き
ず
、
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
様
式
の
変
化

が
妊
産
婦
の
育
児
負

担
軽
減
に
プ
ラ
ス
に

働
い
た
側
面
も
あ
り

ま
す
。
調
査
の
中
で

唯
一
上
回
っ
た
結
果

に
「
父
親
の
育
休
取

得
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時

差
出
勤
が
増
え
た
こ
と
な
ど
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
自
然
と
協
力
し
合
え
る
契
機
に
な
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
※
２
。
コ
ロ
ナ
禍
で
里
帰
り
で
き

な
い
妊
産
婦
・
家
族
の
た
め
、
地
域
の
助
産
師

に
よ
る
「
東
京　

里
帰
ら
な
い
人
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
理
の
貧
困

　
「
生
理
の
貧
困
」
と
は
、
経
済
的
な
理
由
や

親
の
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
が
原
因
で
生
理
用
品
を

十
分
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
を

指
す
言
葉
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経

済
的
な
影
響
が
長
引
く
中
、
生
理
の
貧
困
に
直

面
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
各
自
治
体

や
民
間
企
業
な
ど
で
対
策
が
さ
れ
て
お
り
、
清

瀬
市
で
も
市
内
４
か
所
で
生
理
用
品
の
配
布
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
は
、
今
年
９
月
か

ら
す
べ
て
の
都
立
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
診
控
え
・
検
診
控
え

　
感
染
へ
の
不
安
か
ら
患
者
側
の「
受
診
控
え
」

や
「
検
診
控
え
」
が
聞
か
れ
ま
す
。
一
方
で
、

医
療
体
制
の
見
直
し
や
コ
ロ
ナ
病
床
の
確
保
な

ど
に
よ
り
、
治
療
形
態
の
変
更
を
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
、
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
通

院
や
治
療
に
関
し
て
は
自
己
判
断
が
健
康
上
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
主
治

医
と
相
談
す
る
こ
と
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
は
自
身
を
守
る
た
め
の
大
切
な
行
動
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。�

（
篠
原
）

※
１　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン�

コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
妊
娠
出
産
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果　

令

和
元
年
９
月
／
※
2　

JTU
C

（
日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
）

コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
へ
の
影
響

　
清
瀬
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
は
、
知
的
・
発

達
障
害（
児
）者
の
保
護
者
へ
市
内
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
等
の
情
報
提
供
や
、
福
祉
制
度
の
学

習
会
、
市
の
障
害
福
祉
課
と
の
懇
談
会
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
中
で
自
立
し
生
活
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
ま

た
、「
親
な
き
後
」
へ
の
備
え
な
ど
、
課
題
を

挙
げ
た
ら
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
と
き
は
、
学

校
が
一
斉
休
校
に
な
り
、
知
的
障
害
児
の
体
力

の
低
下
や
発
達
の
停
滞
が
心
配
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
通
所
施
設
、
特
例
子
会
社
※
な
ど
休
業
し

た
所
が
あ
り
、
知
的
障
害
者
の
生
活
は
一
変
し

ま
し
た
。
家
庭
で
の
自
粛
生
活
が
続
き
、
体
調

を
崩
し
た
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
し
た
。

　
知
的
・
発
達
障
害
（
児
）
者
は
、
障
害
の
重

さ
や
特
性
が
様
々
で
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
人

が
み
ら
れ
ま
す
。
街
で
見
か
け
た
時
に
配
慮
い

た
だ
き
た
い
こ
と
も
、一
言
で
は
言
え
ま
せ
ん
。

今
は
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
が
一
般
的
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
理
解
が
進
み
ま
し
た
。
社
会

の
一
員
と
し
て
生
活
上
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と

本
人
も
努
力
し
て
い
ま
す
。
声
か
け
だ
け
で
な

く
、
見
守
る
こ
と
も
配
慮
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い

ま
す
。�

（
中
嶋
）

※
障
害
者
の
雇
用
機
会
を
増
や
し
、
安
定
し
て
就
労

で
き
る
よ
う
に
特
別
の
配
慮
を
し
、
雇
用
す
る
企
業

の
子
会
社
の
こ
と

地
域
に
暮
ら
し
、
共
に
生
き
る

清
瀬
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

会
長　
　

菊
間　
英
子
さ
ん　

2インタビュー

周囲の方に配慮
を必要としてい
ることを知らせ
るヘルプマーク

　

清
瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支
援
・
交
流
セ
ン

タ
ー
と
こ
と
こ
は
、
清
瀬
市
に
住
む
18
歳
ま
で

の
発
達
に
不
安
を
持
つ
子
ど
も
と
家
族
を
対
象

に
、
主
に
相
談
支
援
・
発
達
支
援
・
療
育
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
支
援
と
い
う
部
分
で

は
、
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
と
連
携
を

取
り
、
発
達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
対
応

の
み
な
ら
ず
ク
ラ
ス
全
体
の
運
営
に
役
立
つ
よ

う
助
言
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
休
校
に
よ

る
影
響
か
ら
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
相
談
件
数

が
例
年
よ
り
増
え
た
の
は
学
校
が
再
開
し
て
か

ら
で
し
た
。
発
達
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
に

と
っ
て
、
家
庭
で
の
生
活
か
ら
集
団
生
活
で
求

め
ら
れ
る
行
動
や
規
律
に
沿
っ
て
過
ご
す
こ
と

が
い
か
に
大
変
な
の
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
“
発
達
に
課
題
の
あ
る
子
”
と
い
う
視
点
だ

け
で
見
る
の
で
は
な
く
、「
気
に
な
る
行
動
の

背
景
」
に
は
な
に
が
あ
る
の
か
？
家
族
と
一
緒

に
考
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
子
ど
も

た
ち
を
囲
む
大
人
が
理
解
を
持
っ
て
見
守
る
地

域
に
な
っ
て
い
け
た
ら
…
そ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
の
発
達
に
悩
ん
だ
り
困
っ
た
り
し
た

と
き
、
清
瀬
市
に
は
「
と
こ
と
こ
」
と
い
う
場

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
お
話
を
伺
い
、
一
緒
に

考
え
る
機
会
を
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
篠
原
）

共
に
考
え
、
子
ど
も
に
と
っ
て

よ
り
良
い
環
境
を清

瀬
市
子
ど
も
の
発
達
支

援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
と
こ
と
こ

セ
ン
タ
ー
長　

岩
澤　
寿
美
子
さ
ん

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者

関　
慎
子
さ
ん

3インタビュー

脱出カサンドラ 中級編
櫻田万里（SORA）著 /
アスペルガー・アラウンド

産婦人科医が伝えたい
コロナ時代の妊娠と出産
宋美玄著 / 星海社

夫婦関係を中心に、職場
や子どもとの関係、様々
なカサンドラ状態（左解
説参照）が体験談として
載っています。どのよう
に向き合い、乗り越えた
か、自身と重なる部分や

ヒントが得られるかもしれません。

様々な情報があ
ふれる今。「妥当
な恐れ方を知る」
ことは妊婦さん
のみならず、関
わる全てのひと
にとっても重要

なメッセージです。

「背景」から考える
気になる子の保育サポートブック
清瀬市子どもの発達支援・交流センターと
ことこ（岩澤寿美子・西村和久）監修 / 新
星出版社

どのクラスや園にもい
る、ちょっと「気にな
る子」。実は「困ってい
る子」なのかもしれま
せん。その行動の背景
にあるものに目を向け
ることが大切だと著者

は言います。各章ごとの導入漫画やイ
ラストもわかりやすく構成されています。

カサンドラ症候群とは？

　パートナーや家族など生活の身近
にいる人がアスペルガー症候群であ
ることが原因で、情緒的な相互関係
を築くことが難しく、不安や抑うつ
といった症状が出る状態です。

（アスペルガー症候群は、対人コミュ
ニケーションや場の空気を察するこ
とが苦手だったり、自分のルール・パ
ターンなどのこだわりがあります）

図 4　職業別自殺者の前年同月差
　　　（2020 年４月から 2021 年３月の累計資料より一部抜粋）
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図 3　自殺者数の前年同月差
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図 1　DV の相談件数
前年度の約 1.6 倍 被害者のためのワンストップ支援

センターでは前年度の約1.2 倍

図 2　性犯罪・性暴力の相談件数

手を組めば新しい風

想像力が優しさにつながる社会。「がんばろう」が「がんばったね」に変わる未来。原稿に向き合う時、いつもこの願いがそばにありま
した。編集後記 篠原 昨年の97号（特集・コロナ禍で見えてきたこと）作成時、１年後はコロナが収束しているだろうと予想していました。長引くコロナ禍を通

し、世の中のできごとを定点観測する大切さに気付かされます。編集後記 中嶋 45



女
性
の
家
事
負
担
の
陰
に「
名
も
な
き
家
事
」

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
家
に
い
る
時
間
が
長
く
な

り
、
男
女
と
も
に
家
事
の
総
量
が
増
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
家
事
の
分
担
比
率
を
問
う
と
、
夫

視
点
で
は
「
男
性
46
：
女
性
54
」、
妻
は
「
男

性
24
：
女
性
76
」
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
※

1
。夫
自
身
は
家
事
を
分
担
し
て
い
る
と
思
い
、

妻
は
夫
の
家
事
負
担
は
軽
い
と
感
じ
る
。
こ
の

古
く
て
新
し
い
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
る
理
由
の

一
つ
が
「
名
も
な
き
家
事
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

妻
の
負
担
が
重
い
要
因
は
、
掃
除
・
洗
濯
・

料
理
と
い
っ
た
家
事
以
外
の
必
要
不
可
欠
な

「
名
も
な
き
家
事
」
の
存
在
に
夫
が
気
付
か
な

い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
「
ゴ
ミ
出
し
」。
渡
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋

を
家
か
ら
ゴ
ミ
置
場
に
運
ぶ
の
は「
ゴ
ミ
出
し
」

の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。家
中
の
ゴ
ミ
を
集
め
、

正
し
い
曜
日
・
時
間
に
決
め
ら
れ
た
方
法
で
ゴ

ミ
置
場
に
出
す
。
ゴ
ミ
箱
の
掃
除
や
指
定
ゴ
ミ

袋
の
残
数
の
確
認
。
カ
ラ
ス
避
け
の
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
い
れ
ば
そ
の
撤
収
も
す
る
。
こ
の
一
連

の
作
業
が
「
ゴ
ミ
出
し
」
で
す
。

　
家
庭
内
の
全
方
位
に
目
を
配
り
、
生
活
が
円

滑
に
運
ぶ
よ
う
に
整
え
る
。「
名
も
な
き
家
事
」

は
家
事
の
要
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の

多
く
を
妻
が
担
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の
「
名
も

な
き
家
事
」
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
こ
ま

め
な
換
気
や
手
洗
い
」「
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の

在
庫
確
認
」
な
ど
が
増
え
ま
し
た
。　

　
家
事
・
育
児
の
負
担
は
、
夫
婦
関
係
に
も
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。「
夫
」
ま
た
は
「
夫

と
妻
」
の
家
事
育
児
の
役
割
が
増
加
し
た
世
帯

の
約
42
％
が
、「
夫
婦
の
関
係
が
良
く
な
っ
た
」

と
し
て
お
り
、「
妻
」
の
役
割
が
増
加
し
た
世

帯
の
約
17
％
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
※
2
。

家
事
育
児
の
役
割
を
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
で
増
え
た
在
宅
時
間
を
家
族
の
き
ず
な
を

深
め
る
機
会
と
し
た
い
も
の
で
す
。�

（
湯
浅
）

※
1
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
調
べ
／
※
2
コ
ロ
ナ
下
の
女
性

へ
の
影
響
と
課
題
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書　

内
閣

府
男
女
共
同
参
画
局

　
日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
ア
ニ
メ

で
す
。
自
粛
一
色
だ
っ
た
昨
年
、
日
本
語
学
校

を
卒
業
し
、
紹
介
さ
れ
る
ま
ま
大
型
温
浴
施
設

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
就
職
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
、
幸
い
仕
事

は
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
語
学

校
在
学
中
に
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
施
行

さ
れ
た
特
定
技
能

ビ
ザ
を
取
得
で
き

た
こ
と
が
、
正
社

員
と
し
て
の
安
定

し
た
生
活
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
郷
の
友

人
と
会
え
な
い
中
で
、
地
域
の
日
本
語
教
室
が

何
か
と
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
困
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
常
会
話

に
は
不
自
由
し
ま
せ
ん
が
、
仕
事
上
、
日
本
人

の
パ
ー
ト
さ
ん
に
指
示
を
出
す
時
に
行
き
違
い

が
生
じ
る
こ
と
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌
の
飲
み

会
に
誘
わ
れ
た
り
、
仕
事
中
に
祈
り
の
時
間
が

取
れ
な
い
こ
と
。
母
国
の
家
族
の
こ
と
も
気
が

か
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
業
の
先
行
き

に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
将
来
の
こ
と
は
、
あ
ま
り
心
配
し
て
い
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
終
息
後
は
、
ま
ず
マ
ス
ク
を
外
し

て
祭
り
に
行
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
流
れ
に
身

を
任
せ
て
前
向
き
に
生
き
る
つ
も
り
で
す
。

�

（
湯
浅
）

※
特
定
技
能
ビ
ザ
と
は
２
０
１
９
年
に
施
行
さ
れ

た
、
労
働
力
人
口
減
少
解
消
の
た
め
外
国
人
を
受
け

入
れ
る
仕
組
み
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
前
向
き
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身　
　

ア
イ
ス
さ
ん�　

5インタビュー

　
「K-net

ひ
ろ
ば
」
は
、
予
約
不
要
・
出
入

り
自
由
（
月
１
～
２
回
開
催
）。
子
育
て
中
の

親
子
が
自
由
に
つ
ど
う
場
所
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ピ
ッ
コ
ロ
が
市
の

委
託
を
受
け
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
昨
春
の
緊
急
事
態
宣
言
で
は
「K-net

ひ
ろ

ば
」も
休
止
。
再
開
に
は
覚
悟
が
い
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
前
は
１
日
に
延
べ
１
０
０
人
も
の
参
加

者
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
育
て
の
悩
み
を
共

感
し
合
え
る
場
所
の
大
切
さ
は
十
分
認
識
し
て

い
ま
し
た
が
、
感
染
リ
ス
ク

に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
悩

み
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
再
開

を
待
つ
人
に
こ
の
活
動
を

届
け
よ
う
と
、
で
き
る
限
り

の
感
染
対
策
を
し
て
、
昨
年

６
月
に
は「K-net

ひ
ろ
ば
」

を
再
開
し
ま
し
た
。
毎
回
15

分
、
お
子
さ
ん
を
保
育
者
に

預
け
、
大
人
だ
け
の
お
し
ゃ

べ
り
の
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
何
で
も
気
楽
に
話
せ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
と
大
変
好
評
で
す
。

　

感
染
を
気
に
し
て
参
加
し
づ
ら
い
、
と
の

声
に
応
え
て
、
ピ
ッ
コ
ロ
で
は
月
に
一
回

Zoom
に
よ
る
「
お
ん
ら
い
ん
し
ゃ
べ
り
ば
」

も
開
催
。
試
行
錯
誤
の
最
中
で
す
が
、
新
し
い

試
み
の
一
つ
と
し
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
作
っ

て
い
き
ま
す
。
親
が
幸

せ
だ
と
子
も
幸
せ
、
と

の
思
い
で
支
援
を
継
続

し
て
い
ま
す
。�

（
山
﨑
）

気
楽
に
参
加
・
親
子
交
流
で
き
る
場
を

K-net

（
清
瀬
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
責
任
者　
　
　

古
川　
寧
子
さ
ん　

4インタビュー

ピッコロ
おんらいん
しゃべりば

毎日の献立を考える

クリーニングに出す・受け取る

不要になったものを処分する

シャンプーや洗剤の補充

各種手続き。更新解約・登録など

宅配便の受け取り・再配達の手配

手を拭くタオルを取り替える

洗濯物をたたむ

ペットボトルのラベルを剥がす

学校の持ち物をチェックする

学校の検温カードの記入

消耗品の在庫を確認

学校行事への参加

家の周りを掃除する

排水溝のごみを取る

名もなき家事リスト
の一部

K-netひろばの様子

川
と
林
と
そ
こ
に
棲
む
生
き
物
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

川
づ
く
り
・
清
瀬
の
会
　
顧
問
宮
澤 

と
よ
美
さ
ん

Ms.SQUARE no.99

ピ
ン
ク
の
カ
タ
ク
リ
に
魅
せ
ら
れ
て

　
60
年
程
前
、
初
め
て
清
瀬
駅
に
降
り

立
っ
た
当
時
、
大
踏
切
脇
か
ら
志
木
街

道
に
抜
け
る
細
道
は
、
深
い
雑
木
林
の

中
で
し
た
。
静
寂
な
林
を
抜
け
る
と
広

い
茶
畑
と
野
菜
畑
が
広
が
り
、
そ
の
背
景
に
は
ま
た
雑
木
林
が

連
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
屋
敷
林
に
守
ら
れ
た
農
家
の
塀
沿
い
に
坂
を
下
る
と
、
対
岸

の
木
立
を
水
面
に
写
し
て
流
れ
る
空
堀
川
に
出
会
い
、
そ
の
趣

に
も
心
惹
か
れ
ま
し
た
。

　
早
春
の
空
堀
川
に
沿
う
雑
木
林
に
は
、
一
面
ピ
ン
ク
色
の
カ

タ
ク
リ
の
花
が
咲
き
、
そ
れ
も
ま
た
大
変
驚
き
の
眺
め
で
し
た
。

ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
の
新
芽
と
優
し
い
花
色
に
魅
せ
ら
れ
て
、
清

瀬
町
（
市
制
前
）
の
住
民
に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

金
山
公
園
と
カ
ワ
セ
ミ
を
守
る
活
動

　
『
川
づ
く
り
・
清
瀬
の
会
』
が
、
良
い
川
づ
く
り
を
、
と
活

動
を
始
め
た
の
は
平
成
７
年
の
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
柳

瀬
川
の
清
瀬
橋
か
ら
金
山
緑
地
公
園
ま
で
の
拡
幅
工
事
が
始
ま

り
、
河
畔
林
と
天
然
護
岸
を
失
う
計
画
を
知
っ
て
、
保

全
活
動
を
始
め
た
こ
と
で
し
た
。
改
修
計
画
で
は
、
金

山
公
園
の
池
の
近
く
ま
で
が
河
川
用
地
で
し
た
。「
公

園
の
敷
地
や
護
岸
の
土
手
と
樹
木
を
守
ろ
う
！
」「
流

れ
を
隔
て
た
対
岸
の
斜
面
林
に
あ
る
、
カ
ワ
セ
ミ
の
営

巣
地
を
守
ろ
う
！
」と
集
ま
っ
た
45
名
程
の
皆
さ
ん
と
、

都
へ
要
望
書
を
出
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
工
事
責
任
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
、
計
画
流

量
を
確
保
し
つ
つ
公
園
を
縮
小
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま

た
、
カ
ワ
セ
ミ
の
営
巣
地
も
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
折
し
も
、国
で
は
平
成
９
年
に
河
川
法
が
改
正
さ
れ
、

治
水
と
利
水
に
加
え
て
、「
河
川
環
境
の
保
全
と
創
出
」

が
加
わ
り
、
川
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　
空
堀
川
と
柳
瀬
川
新
合
流
地
点
の
改
修
工
事
で
は
、

都
市
河
川
と
し
て
は
貴
重
な
天
然
護
岸
と
豊
か
な
河
畔

林
を
残
す
た
め
に
、
多
く
の
署
名
を
集
め
て
東
京
都
に

要
望
書
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
柳
瀬
川
の

旧
川
を
残
せ
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
活
動

　
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
活
動
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
と
の
活
動
で
す
。
小
・
中
学
校
の
学
習
の
一
環

で
、
水
質
調
査
や
自
然
観
察
な
ど
の
ほ
か
、
河
川
の
清

掃
な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
「
川
ま
つ
り
」
で
は
、
川
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

生
き
物
の
豊
か
さ
や
、
川
の
流
れ
の
変
化
か
ら
水
の
怖

さ
も
体
験
し
ま
す
。
楽
し
く
川
遊
び
を
し
な
が
ら
、
深

み
に
は
ま
っ
た
と
き
、空
が
見
え
る
よ
う
に
「
大
の
字
」

に
浮
い
て
、
ま
ず
は
慌
て
ず
呼
吸
確
保
を
す
る
な
ど
、

命
を
守
る
た
め
の
川
遊
び
ル
ー
ル
も
学
び
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
託
し
た
い

　
子
ど
も
た
ち
は
タ
モ
網
を
持
っ
て
、
川
に
入
る
と
、

ド
ジ
ョ
ウ
や
フ
ナ
の
居
場
所
を
す
ぐ
み
つ
け
ま
す
。
ホ

タ
ル
や
ト
ン
ボ
は
、
羽
が
生
え
る
ま
で
は
水
の
中
で
生

活
し
ま
す
。
そ
ん
な
水
生
昆
虫
が
、
た
く
さ
ん
川
の
中

で
生
き
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
川
遊
び
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
、
ど
う
い
う
川
が
生
き
物
に
と
っ
て
棲
み
や
す
い

川
な
の
か
、
ど
ん
な
川
が
安
全
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
川
な
の
か
、
理
解
で
き
る
で
し
ょ

う
。
小
さ
な
生
き
物
や
野
草
な
ど
自
然
を
大
切
に
し
、

そ
れ
ら
と
共
存
し
て
い
け
る
自
然
豊
か
な
社
会
を
、
未

来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
託
し
た
い
で
す
ね
。

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
山
口
）

清瀬で生きる女性にインタビュー

空堀川岸辺に咲くシソ
科の在来種「メハジキ」。
夏に可憐な花をつける

検査キットを使って川の水質
検査を行う。この日の川の水
質は中性に近く安定していた

川づくり・清瀬の会の協力の下、清
瀬市内を流れる２つの川の歴史や
長年調査した記録をまとめた清瀬
市発行の冊子

手を組めば新しい風

マイクロアグレッションとは「自覚せず行う小さな攻撃・差別」のこと。誰のなかにもあるといわれます。だからこそ本誌を手にされ、自
身を振り返る一助になればと思います。全８頁と小粒ですが、ピリリと「辛味」が効いています。編集後記 山口 記事を書くことも編集作業も初めてづくしの楽しい経験でした。何より、身近である女性を取り巻く問題について深く知るよい機会にな

りました。　編集後記 湯浅 67



「Ms.スクエア」はシルバー人材センター（☎494-0903）会員がお届けしています。

発　　行／清瀬市男女共同参画センター
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編集委員：奥澤礼子／篠原由美子／中嶋オト
　　　　　／山口政子／山﨑奈緒／湯浅三枝子　　　　
　　　　表紙イラスト／こうたろう
　　　　きらりイラスト／篠原由美子

次号100号の発行は2022年4月1日です。

M
ミ ズ
s. は女性を総称し、スクエアは広場や広報を意味しています。
アイレック（ILEC）とは、Information（情報）・Learning（学習）Exchange（交流）・Consultation（相談）
　　　　　　　　　　　　　の頭文字をとった「清瀬市男女共同参画センター」の愛称です。

皆さまの声募集中
　「Ms.スクエア」は公募による市民
の編集委員6人が企画編集して発行し
ている情報誌です。99号はいかがで
したか？ご意見、ご感想、今後取り上
げてほしいテーマなどを、郵送・FAX
でアイレックまでお寄せください。 清瀬駅

至池袋至所沢

け
や
き
通
り

小
金
井
街
道

アミュービル４Ｆ

清瀬市男女共同
参画センター

けやき
ホール

「Ms.スクエア」の音訳CDを作成しています。ご希望の方は、男女共同参画センターへご連絡ください。

アイレックからのお知らせ
Information

2021（第26回）アイレックまつり

令和4年度の
Ms.スクエア編集委員を募集

性的マイノリティに
関する取り組み②

コワーキングスペース
「ことりば」がオープンしました！

プロから学ぶ ～文章講座～

　今年のアイレックまつりは、
フォトジャーナリストの安田菜
津紀さんの講演会とアンガーマ
ネジメント講座を開催します。
新型コロナウイルス感染症対
策のため、オンラインで開催し
ます。アイレック登録団体やサ
ポーターの活動紹介パネルは、
11月27日から12月下旬まで男
女共同参画センターに展示しま
す。ぜひ、ご来館ください。
※�新型コロナウイルス感染症の状況により変更
もあるため、最新情報は、市報・市ホームペー
ジにてご確認ください。

　Ms.スクエアの編集委員を募集します。活動内容は企画・
原稿執筆・取材・編集会議への出席です。現在は、オンライ
ン会議を交えながら誌面を作成しています。保育もあり、子
育て中の活動も可能です。
　男女共同参画に興味がある・文章を書くのが好き・取材を
してみたい・広報誌を作ってみたいという皆さまの応募をお
待ちしています。
応募条件：�20歳以上の女性で文章講座の受講者（受講でき

ない方は応相談）
任期：令和４年４月～令和６年３月
問合せ：男女共同参画センター�℡042-495-7002
申込：�12月2日（木）までに応募動機を800字程度にまとめ、

住所・氏名・年齢・職業・電話番号を記入し、男女共同
参画センターへ郵送・FAXまたは直接ご持参ください。

ワークショップ
「コロナ禍での怒りのコントロール」
� ～変化を楽しむ�しなやかな心を作るには～
日時：�令和3年11月27日(土)　10時～正午
講師：�相原あすかさん
� 一般社団法人日本アンガーマネジメント協会シニアファシリテーター

講演会
「私が写真をとおして
�　　　　　　伝えたいこと」
� ～紛争地、被災地からの声～
日時：�令和3年11月27日(土)
� 14時～15時30分
講師：�安田菜津紀さん
� フォトジャーナリスト

■6月20日　明治大学教授の鈴木賢さん
を講師に迎え「パートナーシップ制度を
まなびつくす」がオンラインで開催され
ました。制度構築に向けた意義や現状を
知る貴重な機会となりました。
■7月18日　ドキュメンタリー映画「ハー
ヴェイ・ミルク」上映会、感想を分かち
合う「カフェきよにじ」を実施。70年代
米国カリフォルニアでのLGBTQ当事者
議員の暗殺事件を扱った内容。何度も観
た人にも、初めての人にも感動と取り組
みへの静かな決意を促す場となりました。

　アミュービル５階にきよせコワーキングスペース「ことりば」が
８月１日にオープン。テレワーク・資格取得のための勉強など、ニー
ズに合わせてご利用できます。また、利用者同士の交流や、地域
の人と繋がるチャンスも広がります。

コワーキングスペースの利用について
　利用には会員登録（要クレジットカー
ド）が必要です。混雑状況をご確認の上、
下記時間中、いつでもご利用ください。
利用料金：�一日最大330円（税込み）
　　　　　55円/15分※11月30日まで
は1日最大110円（税込み）
設備：フリー電源・フリーWi-Fi
利用時間：��年末年始を除く9時～22時
　　　　　（月曜日のみ17時まで）
そのほか、ミーティングスペース、月極
レンタルスペース、展示スペースもご利
用可能。
問合せ：委託先（株）シーズプレイス
　　　　　　　　☎042-512-9958へ

日時：10月27日、11月10日、24日各水曜日
　　　いずれも10時～正午
場所：清瀬市男女共同参画センター（アイレック）
講師：大橋由香子さん（フリーライター・編集者）
申込：10月1日から☎042-495-7002（土日祝日除く9-17時）
参加条件：自宅にパソコン・インターネット環境がある方

ことりばホームページ
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